
八重籬神社は藩祖を神格化した八重籬神社は藩祖を神格化した
ものでものです。備中松山藩主板倉家備中松山藩主板倉家
の始祖板倉勝重（15 4 6 ～の始祖板倉勝重（15 4 6 ～
1624）、二代重宗（1586～1656）1624）、二代重宗（1586～1656）
を祀った神社で、寛政５年を祀った神社で、寛政５年
（1793）藩主板倉勝政（1759～（1793）藩主板倉勝政（1759～
1821）が勝重を神格化し、備中1821）が勝重を神格化し、備中
松山城御根小屋に祀ったのが始松山城御根小屋に祀ったのが始
まりでまりです。
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武家屋敷の構え武家屋敷の構え

■備中松⼭城備中松⼭城
  御根⼩屋御根⼩屋跡（県指定史跡）（県指定史跡）

■観光物産館 紺屋川観光物産館 紺屋川

■御殿坂御殿坂

■⼋重籬神社⼋重籬神社
  （市指定史跡）（市指定史跡）

■備中松⼭城備中松⼭城
  （国重要⽂化財・史跡）（国重要⽂化財・史跡）

八重籬神社は藩祖を神格化した八重籬神社は藩祖を神格化した
ものでものです。備中松山藩主板倉家備中松山藩主板倉家
の始祖板倉勝重（1545～1624）、の始祖板倉勝重（1545～1624）、
二代重宗（1586～1656）を祀っ二代重宗（1586～1656）を祀っ
た神社で、寛政５年（1793）藩主た神社で、寛政５年（1793）藩主
板倉勝政（1759～1821）が勝重板倉勝政（1759～1821）が勝重
を神格化し、備中松山城御根小を神格化し、備中松山城御根小
屋に祀ったのが始まりで屋に祀ったのが始まりです。

備中松山城を有する臥備中松山城を有する臥
牛山は４つの峰の「大松牛山は４つの峰の「大松
山・天神の丸・小松山、前山・天神の丸・小松山、前
山」からなります。小松山山」からなります。小松山
にある備中松山城は天にある備中松山城は天
守が現存する近世の山守が現存する近世の山
城です。臥牛山一帯が中城です。臥牛山一帯が中
世の遺構を備えており日世の遺構を備えており日
本の山城の典型ともいわ本の山城の典型ともいわ
れています。れています。
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■御前神社御前神社

■常夜燈常夜燈■常夜燈常夜燈

■伊賀⾕川（紺屋川）伊賀⾕川（紺屋川）

■阿蘇屋⼩路阿蘇屋⼩路

■本町通本町通り（池上邸）（池上邸） ■下町通り下町通り ■南町通り南町通り

近代化遺産近代化遺産

松山往来松山往来（本町～下町～南町）（本町～下町～南町）

■夷神社夷神社（南町）（南町）■蛭⼦神社蛭⼦神社（下（下町）■蛭⼦神社蛭⼦神社（鍜冶町鍜冶町）■恵美須神社恵美須神社
   （本   （本町2区）区）

■蛭⼦神社蛭⼦神社
   （本   （本町1区）区）

■ヱビス神社ヱビス神社
   （新   （新町1区）区）

■恵⽐須神社恵⽐須神社
   （⼋重籬神社境内）   （⼋重籬神社境内）

七恵比寿七恵比寿

■⼋幡神社⼋幡神社

■旧備中松⼭藩御茶屋旧備中松⼭藩御茶屋跡
 （通称：⽔⾞）（通称：⽔⾞）

城下町の中の神社で特に信仰を集めたのは御前神社と八幡神社で城下町の中の神社で特に信仰を集めたのは御前神社と八幡神社です。
御前神社は宝亀6年（775）の創建といわれ、延応２年（1240）有漢御前神社は宝亀6年（775）の創建といわれ、延応２年（1240）有漢
郷の新補地頭であった秋庭重信が備中松山城主となって以来、歴郷の新補地頭であった秋庭重信が備中松山城主となって以来、歴
代城主の信仰を集めてきました。小高下にありましたが、現在地へ代城主の信仰を集めてきました。小高下にありましたが、現在地へ
遷宮されたのは元和7年（1621）のことでした。遷宮されたのは元和7年（1621）のことでした。
八幡神社は延暦年間（782～806）の創建といわれ、御城の鎮守とし八幡神社は延暦年間（782～806）の創建といわれ、御城の鎮守とし
て歴代城主の崇敬を受けました。江戸時代後期には備中松山城とて歴代城主の崇敬を受けました。江戸時代後期には備中松山城と
城下町を囲むように配置された5つの八幡宮(五社八幡宮)の中心と城下町を囲むように配置された5つの八幡宮(五社八幡宮)の中心と
して位置付けられました。して位置付けられました。

足利尊氏が諸国に命じて建立させた安国寺の足利尊氏が諸国に命じて建立させた安国寺の
一つ。境内左奥には寺号になった中興の開基一つ。境内左奥には寺号になった中興の開基
松山城主上野頼久公の墓と、戦国期織田信長松山城主上野頼久公の墓と、戦国期織田信長
の中国制覇と毛利一族の中央進出の戦であるの中国制覇と毛利一族の中央進出の戦である
備中兵乱で、天正３年（1575）に悲運の死をと備中兵乱で、天正３年（1575）に悲運の死をと
げた備中松山城主・三村元親公の墓、一子勝げた備中松山城主・三村元親公の墓、一子勝
法師丸の墓、父家親公の墓がありま法師丸の墓、父家親公の墓があります。国指定国指定
名勝の庭園は備中国奉行・小堀遠州公の初期名勝の庭園は備中国奉行・小堀遠州公の初期
（1605年頃）の作庭で（1605年頃）の作庭です。

恵比寿社は、恵比寿信仰をもとに講があり、祠が建てられ祭礼が営まれており、７ヵ所あることか恵比寿社は、恵比寿信仰をもとに講があり、祠が建てられ祭礼が営まれており、７ヵ所あることか
ら「七恵比寿」と呼ばれていまら「七恵比寿」と呼ばれています。下町の蛭子は同町に出雲大社の分院ができてからは分院の下町の蛭子は同町に出雲大社の分院ができてからは分院の
宮司が祈祷するようになっていますが、「城内」の恵比寿（八重籬、本町、新町）は御前神社、南の宮司が祈祷するようになっていますが、「城内」の恵比寿（八重籬、本町、新町）は御前神社、南の
「城外」の恵比寿（鍜冶町、南町）は八幡神社の宮司が祈祷しま「城外」の恵比寿（鍜冶町、南町）は八幡神社の宮司が祈祷します。七恵比寿では毎年旧暦の６。七恵比寿では毎年旧暦の６
月15日に宵祭り、６月16日に本祭りが行われていま月15日に宵祭り、６月16日に本祭りが行われています。商家が商売繁盛を願い、祭りには、親戚商家が商売繁盛を願い、祭りには、親戚
や出入りの者を招いて共同飲食をし、この日にはできるだけ銭を出さないで、物が入る事を縁起や出入りの者を招いて共同飲食をし、この日にはできるだけ銭を出さないで、物が入る事を縁起
がよいと言って喜んでいました。今もその伝統は残り、地区毎に祭礼が営まれていまがよいと言って喜んでいました。今もその伝統は残り、地区毎に祭礼が営まれています。

寺　院　群寺　院　群
寺院群は、そのほとんどが城下町の東側山麓に連なるように配置さ寺院群は、そのほとんどが城下町の東側山麓に連なるように配置さ
れ、頼久寺や龍徳院・寿覚院・巨福寺それに薬師院・松連寺は城郭をれ、頼久寺や龍徳院・寿覚院・巨福寺それに薬師院・松連寺は城郭を
思わせる石垣を築き、その上に伽藍が置かれました。この一連の寺院思わせる石垣を築き、その上に伽藍が置かれました。この一連の寺院
群は軍事的防衛の意味も持ち、他に類を見ない独特の景観を形成し群は軍事的防衛の意味も持ち、他に類を見ない独特の景観を形成し
ていまています。

成羽藩主山﨑家、備中松山藩主安藤家にゆかりのある寛永15年（1638）創建の龍徳院、寿覚院。板倉家家臣の墓所がある文禄４年（1595）創建成羽藩主山﨑家、備中松山藩主安藤家にゆかりのある寛永15年（1638）創建の龍徳院、寿覚院。板倉家家臣の墓所がある文禄４年（1595）創建
の道源寺、藩主水谷氏の菩提寺で貞享３年（1686）創建の定林寺、壮麗な石垣を有し、寛永元年（1624）建立の本堂を有する薬師院、大名の祈の道源寺、藩主水谷氏の菩提寺で貞享３年（1686）創建の定林寺、壮麗な石垣を有し、寛永元年（1624）建立の本堂を有する薬師院、大名の祈
祷を行っていた松連寺があり、江戸時代前期の藩主池田氏の菩提寺威徳寺がさらに南にあります。祷を行っていた松連寺があり、江戸時代前期の藩主池田氏の菩提寺威徳寺がさらに南にあります。
また、安正寺は延享元年（1744）に伊勢亀山（現・三重県亀山市）から藩主板倉家の所替えとともに移された菩提寺です。また、安正寺は延享元年（1744）に伊勢亀山（現・三重県亀山市）から藩主板倉家の所替えとともに移された菩提寺です。

■武家町の姿をよく残す武家町の姿をよく残す
  ⽯⽕⽮町の通り⽯⽕⽮町の通り

■旧折井邸旧折井邸 ■頼久寺・庭園頼久寺・庭園
  （国指定名勝）（国指定名勝）

■旧埴原邸旧埴原邸
  （市指定重要⽂化財）（市指定重要⽂化財）

■⿓徳院⿓徳院

■松連寺松連寺

■威徳寺威徳寺

■薬師院薬師院

■道源寺道源寺

■安正寺安正寺

■寿覚院寿覚院 ■定林寺定林寺

石火矢町の旧埴原家、旧折井家石火矢町の旧埴原家、旧折井家
の武家屋敷やその周辺では、土の武家屋敷やその周辺では、土
塀が連続し、武家町の景観を見塀が連続し、武家町の景観を見
せていませています。武家町は、規模の武家町は、規模の
大小はありますが門が構えら大小はありますが門が構えら
れ、土塀をめぐらし、間口の大きれ、土塀をめぐらし、間口の大き
な敷地割りの土地に前庭をとっな敷地割りの土地に前庭をとっ
て道から少し引いて建てられるて道から少し引いて建てられる
ことが特徴でことが特徴です。

■⼭⽥⽅⾕像⼭⽥⽅⾕像
  （⾼梁市郷⼟資料館前）（⾼梁市郷⼟資料館前）

■⾼梁基督教会堂⾼梁基督教会堂
  （県指定史跡）（県指定史跡）

■⾼瀬⾈⾼瀬⾈
   （明治40年頃）   （明治40年頃）
城下町時代の交城下町時代の交
通の柱は昭和初期通の柱は昭和初期
まで活躍しました。まで活躍しました。

■⾼瀬⾈⾼瀬⾈
   （明治40年頃）   （明治40年頃）

■⽯畳と猿尾⽯畳と猿尾■⽯畳と猿尾⽯畳と猿尾

幕末、備中松山藩の藩政改革や幕末、備中松山藩の藩政改革や
教育に尽くした山田方谷。偉大な教育に尽くした山田方谷。偉大な
足跡を残し、「備中の聖人」と呼足跡を残し、「備中の聖人」と呼
ばれていまばれています。

城下町時代の交城下町時代の交
通の柱は昭和初期通の柱は昭和初期
まで活躍しました。まで活躍しました。

本町の終わりから下町にかけて本町の終わりから下町にかけて
の高梁川には水谷氏の護岸工事の高梁川には水谷氏の護岸工事
による石畳や猿尾が築かれましによる石畳や猿尾が築かれまし
た。往時は、船着場から蔵へ荷が往時は、船着場から蔵へ荷が
積み下ろしされていました。積み下ろしされていました。

本町の終わりから下町にかけて本町の終わりから下町にかけて
の高梁川には水谷氏の護岸工事の高梁川には水谷氏の護岸工事
による石畳や猿尾が築かれましによる石畳や猿尾が築かれまし
た。往時は、船着場から蔵へ荷が往時は、船着場から蔵へ荷が
積み下ろしされていました。積み下ろしされていました。

本町、下町、南町の通りは松山往来と呼ばれた街本町、下町、南町の通りは松山往来と呼ばれた街
道筋にあり、ほぼ直線に配置され備中松山城の道筋にあり、ほぼ直線に配置され備中松山城の
大手道の要素を持っていました。かつての商売の大手道の要素を持っていました。かつての商売の
中心地で、平入りの町家が立ち並んでいま中心地で、平入りの町家が立ち並んでいます。

■平⼊りの町家平⼊りの町家
高梁の伝統的町家の形態は、敷地は東西に高梁の伝統的町家の形態は、敷地は東西に
長い短冊形が基本で、間口が狭く、奥行きの長い短冊形が基本で、間口が狭く、奥行きの
長い敷地に建ち、その敷地の道路側に主屋長い敷地に建ち、その敷地の道路側に主屋
が設けられ、その背後に炊事場・風呂・便所・が設けられ、その背後に炊事場・風呂・便所・
土蔵などの付属屋が連なっていく形式で土蔵などの付属屋が連なっていく形式です。

明治22年（1889）に建設された、明治22年（1889）に建設された、
日本最古参のプロテスタント教日本最古参のプロテスタント教
会。県下最古の教会建築は、吉田会。県下最古の教会建築は、吉田
伊平の設計によるものです。昭和伊平の設計によるものです。昭和
34年（1959）には、創立75周年を34年（1959）には、創立75周年を
記念して鐘楼が増築されました。記念して鐘楼が増築されました。

■⾼梁市郷⼟資料館⾼梁市郷⼟資料館
  （市指定重要⽂化財）（市指定重要⽂化財）
旧高梁尋常高等小学校本館で、地元の大工・旧高梁尋常高等小学校本館で、地元の大工・
妹尾友太郎による擬洋風建築。二階の豪壮な妹尾友太郎による擬洋風建築。二階の豪壮な
講堂は明治の気風をそのまま伝えていま講堂は明治の気風をそのまま伝えています。明
治37年（1904）竣工。現在は郷土資料館とし治37年（1904）竣工。現在は郷土資料館とし
て、江戸時代から昭和初期にかけての生活用て、江戸時代から昭和初期にかけての生活用
具など、約3000点を展示し公開していま具など、約3000点を展示し公開しています。

■旧順正寮旧順正寮
  （県指定史跡）（県指定史跡）
明治29年（1896）の擬洋風木造明治29年（1896）の擬洋風木造
建築。福西志計子が設立した県建築。福西志計子が設立した県
下最初の女学校・順正女学校の下最初の女学校・順正女学校の
校舎であり寄宿舎でした。校舎であり寄宿舎でした。

常夜燈は高梁川沿いに３ヵ所あり、常夜燈は高梁川沿いに３ヵ所あり、
このうち最も下流にあるものは和霊このうち最も下流にあるものは和霊
神社にありま神社にあります。ここは渡し場の袂ここは渡し場の袂
に位置し、水中の他界から町の人々に位置し、水中の他界から町の人々
を守っていました。町中でも東町のを守っていました。町中でも東町の
端に御前宮と常夜燈があり、当時南端に御前宮と常夜燈があり、当時南
町や東町、高梁川沿いが城下町の町や東町、高梁川沿いが城下町の
端であったことを思い起こさせま端であったことを思い起こさせます。

常夜燈は高梁川沿いに３ヵ所あり、常夜燈は高梁川沿いに３ヵ所あり、
このうち最も下流にあるものは和霊このうち最も下流にあるものは和霊
神社にありま神社にあります。ここは渡し場の袂ここは渡し場の袂
に位置し、水中の他界から町の人々に位置し、水中の他界から町の人々
を守っていました。町中でも東町のを守っていました。町中でも東町の
端に御前宮と常夜燈があり、当時南端に御前宮と常夜燈があり、当時南
町や東町、高梁川沿いが城下町の町や東町、高梁川沿いが城下町の
端であったことを思い起こさせま端であったことを思い起こさせます。

⾼梁の町家の⾼梁の町家の
伝統的構え伝統的構え
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